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有限群 G より得られる分類空間を BG とすると，それぞれのコホモロ
ジー群が一致する。このことから代数的位相幾何学の手法を用いて有限群の

コホモロジー群およびコホモロジー環を調べることができる。次は有限群の

コホモロジーにおける基本的かつ重要な性質である。

体 k 上の群環 kG と有限次元 kG-加群 M に対し，コホモロジー環

H∗(G, k) はネーター的代数であり，コホモロジー群 H∗(G,M) は H∗(G, k)-
加群としてネーター的である（一般的には k をネーター的可換環とするが，
ここでは便宜上，体とする。）（[2], [4]）。

この性質は群環 kG の Hochschild コホモロジーでも成立する。一方，
Hochschild コホモロジーは群環に限らず一般の非可換代数で定義されるが，
上のネーター的性質が成り立つとは限らない。しかし，このネーター的性質

が成立する代数においては，その上の加群に付随する多様体（台多様体）を

通して加群の諸性質を知ることができる（[1]）。
群のコホモロジーにおけるネーター的性質は，特別な部分群の場合に帰着

させることで代数的に証明される（[2]）。一方，一般の代数の Hochschild コ
ホモロジーにおいては，そのような良い帰着先がないため，代数のクラスを

限定し個別に計算が行われている。この講演では，特別なイデアル（階層化

イデアル）を持つ代数の Hochschild コホモロジーに関する長完全列（[3]）を
紹介し、そのネーター的性質についての研究にも言及したい。
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